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概要

近年，Web 上のコンテンツの爆発的な増加にともなって，PC ユーザのディスク上におけるダウンロード
ファイル数，アップロード対象ファイル数，ソフトウェアヘルプなどのWeb上への移行が増加している．こ
のような状況にもかかわらず，PCユーザが所有するファイルとWeb上の URLとの関係（Webコンテキス
ト）を取り扱う標準的な方法が無いために，既存のアプリケーションのほとんどはWebコンテキストを無視
していた．このために PC ユーザはダウンロード元が不明なファイルの最新版を探したり，ソフトウェアヘ
ルプを参照したりするたびにWeb を検索しなければならなかった．本プロジェクトでは，Web コンテキス
トを取り扱うためのフレームワークとライブラリ FileUtils-URIと，ディレクトリ毎に RSSファイルを作成
するアプリケーション RSS/Directoryを開発する．

1 はじめに

Web上のコンテンツの爆発的な増加は，PCユー
ザが所有するダウンロードファイルやアップロード
対象ファイルの数の増加を引き起こしている．この
ため，PCユーザは多量のダウンロードファイルを
管理しなければならなくなっている．また，アップ
ロード先の数も SNS などの Web コミュニティの
増加に伴って近年急速に増加している．これらに加
えて，ソフトウェアのヘルプも近年コミュニティに
よってWeb上で配布されることが多くなっている．
現在，様々なアプリケーションにおいて「どこか
らダウンロードされたか」のような，ファイルと
Web上の情報との関係を表すWebコンテキストが
無視されている．このために，ユーザはダウンロー
ド元 URL，アップロード先 URL が不明な多量の
ファイルを手動で整理しなければならなくなった
り，ダウンロードファイルの最新版やファイルに関
するヘルプを探すためにWeb上を検索しなければ
ならなくなっていた．

本プロジェクトでは，Web コンテキストを保
存，設定，検索，管理するためのフレームワーク
FileUtils-URI [1] を開発する．

2 FileUtils-URIの機能

FileUtils-URI が提供する各機能を表 1 に示す．
FileUtils-URI ではメタデータモデルとして Se-
mantic Web で用いられている RDF を採用し，
PCユーザが所有するファイルの場所，Webコンテ
キストの URL，Webコンテキストの種類（たとえ
ばダウンロード，アップロード，ヘルプなど）をす
べて URIとして取り扱う．

表 1 FileUtils-URIの機能
lnu LiNk Uri １つのファイルに対する１つの

Web コンテキストの付加および削除
lsu LiSt Uri 1 つのファイルに対する

複数のWeb コンテキストの表示
（RDF/XML 出力も可能）

findu FIND Uri 1 つの URI，キーワードから
複数のファイルを検索

chkuri CHecK URI リンク切れの検出と修正支援
(コマンドラインクライアントのみ)



図 1 Webコンテキストのファイルシステムへの格納方法

3 Webコンテキストのファイルシステム
への格納方法

FileUtils-URIでは，ファイルに対してWebコン
テキストを付加した場合，ファイルが含まれるディ
レクトリの中にメタデータディレクトリおよびメタ
データファイルを生成する．このため，ディレクト
リの移動や改名に対してはリンク切れが発生しな
い．メタデータファイル形式は，図 1の形式を採用
する．RDF/XML に変換する場合には，ディレク
トリの URIを利用してファイル名を補完する．

4 アプリケーション

コマンドラインクライアント FileUtils-URI の各
機能（lnu，lsu，findu，chkuri）はコマンドライン
クライアントとして PC ユーザに提供する．各コ
マンドは GNU FileUtils，GNU FindUtils のコマ
ンドから類推可能なコマンドとオプションを実装す
る．これらのコマンドを利用することで，PCユー
ザはWebコンテキストの管理をコンソールから行
うことができる．
RSS/Directory Web コンテキストの表示機能
（lsu）では RDF/XML 出力が可能である．この機
能を利用して，ファイルからWebコンテキストへ
とリンクする RSS1.0ファイルを生成するサンプル
アプリケーションを実装する．RSS/Directory を
利用することで，Webブラウザの RSSブラウザを
利用したディレクトリブラウズが可能になる．

5 関連研究

FileUtils-URIでは PCユーザの所有するファイ
ルとWeb 上の情報との関係を RDF モデルで取り
扱っているが，これに対してディスク上にあるファ
イル同士の関係を RDFモデルで取り扱うシステム
[2] がある．このシステムと FileUtils-URI とを連
携させることでWeb上の情報を利用したファイル
整理システムが実現できる．また，Web 検索と同
等のインタフェースでファイル検索を可能にするデ
スクトップ検索システムと FileUtils-URIとを連携
することで，Web検索エンジンを経由せずにWeb
上の情報を利用した PCユーザが所有するファイル
の検索が可能になる．
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